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ミリタリースポッター

The tradition of “Operation Christmas Drop”
by the DoD’s longest-running humanitarian 
airlift operation began in 1952.

「クリスマスドロップ作戦」はグアムにあるアンダーセン空軍基地を拠点にして毎年、実施されている。この作戦はアメリカの国防総省が1952年に
スタートさせた人道支援目的の活動である。2022年は12月３日に、米空軍、日本の航空自衛隊、オーストラリア空軍、ニュージーランド空軍、韓国
空軍からボランティアが集まり、プレゼントを梱包して輸送機を使ってドロップするまでの作戦に参加した。

Members of the U.S. Air Force, Japan Air Self-Defense Force, Royal 
Australian Air Force, Royal New Zealand Air Force, and Republic of Korea 
Air Force pose for a group photo during Operation Christmas Drop 2022 
at Andersen Air Force Base, Guam, Dec. 3, 2022. Photo/U.S. Air Force, Yasuo Osakabe

─彼らはいかにして進み、いかにして戦ったのか─
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東側の頂点に立つアサルトライフル
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CIA第二次大戦後の冷戦下でソ連が開発した
AK-47は当初その存在が秘密とされてお
り、アメリカが具体的な情報を掴んだのは
50年代に入ってからだった。もっとも新し
かっただけでなく、もっとも謎に包まれて
いたAK-47はどのように捉えられていた
のか、1953年と55年に提出されたCIA
エージェントのレポートを通じて探る。

CENTRAL INTELLIGENCE AGENCY
INFORMATION REPORT

　AK-47は現在でこそ世界でもっと
も普及しているアサルトライフルだ
が、1950年代はまだアサルトライフ
ルというカテゴリーすら充分に確立
されておらず、このレポートのタイ
ト ル は「 New Type Soviet 
Submachine Gun and Carbine」

（ソ連の新型サブマシンガンとカー
ビン）となっている。レポートによる
とAK-47の支給はエージェントの潜
入した部隊の中でも古参兵に限られ、
新兵たちは第二次大戦時に採用され
たPPShサブマシンガンとM44カー

ビンを持っていたとある。さらに興
味深いことに新兵たちは基礎訓練に
おける宣誓を終えるまで、AK-47と
新型カービンに触れるどころか近づ
くことすら許されなかった。添付さ
れたイラストはおぼろげな記憶をた
どって描かれたようで現在の目では
とても似ているとは言えないが、ピ
ストルグリップやバナナ型弾倉など、
従来のライフルとはまったく異なる
特徴はしっかりと捉えられている。
さらにレポートを読んでみるとこの
新型サブマシンガンはバットストッ
クが着脱可能な木製と折りたたみ式
の金属製の二種類あると書かれてい
るが、実際にAK-47は固定式だった
木製バットストックがちょうどこの
時期に着脱式になり、ふたたび固定
式に改められている。レポートによ
ると新型サブマシンガンの一番の特
徴は“本体の上にあるガスチューブ”
で、イラストでもレシーバーの上部
がM16のようなデザインになってい

るが、これはおそらく記憶違いで実
際にはバレルの上に付いていたはず
である。新型カービンはAK-47と同
じ弾薬を使用するSKSで、イラスト
はAK-47よりも良く似ているのだが、
レポートでは“オートマチックある
いはシングルショットで使用できる”
となっており、実際にはセミオート
オンリーであるこのカービンに関し
ては充分にその性能を把握している
とは言えない。レポートは銃本体だ
けでなく銃剣についても記述があり、
AK-47は着脱式、SKSは折りたたみ
式と正確な情報が記されている。ど
ちらかというと漠然とした内容だっ
た1953年のレポートと比較すると55
年版ははるかに充実しており、タイ
トルにもKalashnikovaという名称
が見られるようになる。このレポー
トによるとAK-47はまだ全員に行き
渡ってはおらず、支給は分隊長や小
隊軍曹などの下士官に限られていた。
AK-47に関する情報は相変わらず秘

53年のレポートに添付された“新型サブマシン
ガン”、つまりAK-47のイラスト。ガスチューブ
がハンドガードからリアサイトにかけて描かれ
るなど実物とは大きな差異があり、どちらかと
いうとAK-47よりもドイツのStg44に似ている。

AK-47に使用する7.62×39㎜弾と PPSh-41サ
ブマシンガンの使用弾薬、7.62×25㎜を比較し
たイラスト。どちらも弾頭が丸く描かれている
が、実際の7.62㎜×39㎜は尖った弾頭を持ちサ
イズを比較しなくても一目で見分けがつく。

同レポートに登場するSKSのイラ
スト。折りたたみ式銃剣はもともと
スパイク式で、のちに中国製の
AK-47である56式に取り入れられた。
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西側諸国のライフルよりもはるかに実戦向きの性能を持ったAK-47だが、
採用から10年が経った1959年にはさらに改良が加えられたAKMが登場する。
当時ソ連軍が発行したAKMのマニュアルを見ればAK-47に求められたものが
何だったのか、理想的なアサルトライフルとは何かが見えてくる。

　ソ連軍が歩兵戦における切り札と
して採用したAK-47は当時としては
充分過ぎるほどの性能を持っていた
のだが、削り出しのフレームで製造コ
ストがかかる、下向きに付けられた銃
床によって射撃時のコントロールに

難があるといった弱点もあった。
AK-47の採用から10年後の1959年、
ソ連軍はこれらの弱点を克服した新
型 AK を 採 用 す る。Avtomat 
Kalashinikova Modernizirovanny

（オートマチックカラシニコフ近代

AKM
Operating manual
AKM運用マニュアル

型）、あるいはそれを略してAKMと呼
ばれる新型AKはレシーバーが
AK-47の初期生産型よりも精度の高
いプレス加工で作られており、製造面
での負担が軽くなっただけでなく直
銃床の採用、そして機関部に発射速

折りたたみストックを備えるAKMS。展開した
ストックがAKMと同じ角度になっているのに
注意。ここでも取り付けられている6kh3銃剣は
鞘と組み合わせればワイヤカッターとして用い
ることができる優れもので、そのギミックはア
メリカ軍のM16用新型銃剣にも取り入れられた。

AKMのサイドビュー。外観はAK-47
とほぼ同じながら、バットストック
が直銃床となり射撃時のコントロー
ルが容易になっている。ここで描か
れている銃剣はソ連軍は従来の6kh2
に変わって登場した6kh3で、着剣時
には刃が上向きとなる。

6kh3銃剣と通常分解を終えたAKM。AKMの部品構成と
分解法はAK-47とほとんど変わらないが、ハンドガード
とレシーバーカバーにはリブが追加され、削り出しから
プレスとなったレシーバーは溝の大きさやリベットの数
がAK-47と異なっているのが分かる。ここで描かれてい
るAKMの初期生産型で、60年代半ばには樹脂製のピスト
ルグリップを備えたものが登場する。

（上右）敵のシルエットと AK-47のサイトピクチャー。ノッチサイトはAR-15に備え
られたピープサイトに比べると暗闇に強いという特徴がある。（左奥上）リアサイトの
アップ。距離の調節はつまみを押しながらスライドを前後させて行なう。イラストでは
目盛りが1000mまで刻まれているが AK-47では800mまでしかなかった。（左奥下）バ
ットストックに内蔵されたツールキットを取り出しているところ。ツールキットはボア
ブラシやピックなど6つのツールで構成される。（左）ツールキットとクリーニングロ
ッドの組み合わせ。ツールキットのケースがハンドルとして役立てられている。（下）
マズルのアップ。右側にはAKMの中期型から備えられるようになった竹槍状のマズル
ブレーキが描かれている。（下右）銃身の下に取り付けられたクリーニングロッド。

折りたたみストックはレシーバー左側にあ
るストック基部のボタンを押すことでロッ
クが解除される。このストックは折りたた
んだ際に非常にコンパクトになる一方で射
撃時に肩が痛くなるというデメリットがあ
り、 AK-74では横に降り曲げるより負担の
少ない形に改良された。
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文／鈴木健太郎　写真／WPPアーカイブ、D White コレクション、US. ARMY

信じ難いほどの労苦を重ねて勝利を掴んだ北ベトナム軍の兵士たち。当時の写真を通して、
彼らが南への道のりと南での戦いで見たのはどのような光景だったのかを探ります。

北ベトナム軍フォトアルバム
─彼らはいかにして進み、いかにして戦ったのか─

シュプレヒコールをあげる兵士たち。南ベトナムを倒して国家統一を果
たすという大義のため、兵士たちは数々の困難が待ち受ける軍務に対し
ても不平や不満を表に出すようなことはめったにせず、身体が弱いなど
の理由で兵役を免除された一部の者は国の役に立てないことにコンプレ
ックスを抱えたり、周囲から非難を浴びたりすることもあった。

しばしの休息の間、遠く離れた故郷に思いを
馳せる。北ベトナム軍の兵士はアメリカ軍や
南ベトナム軍と戦う前に長い行軍による疲労
や病気、孤独とも戦わなければならず、かな
りの自制心が要求された。写真の兵士が上半
身にかけているのは鹵獲したアメリカ軍パラ
シュートの端切れで、擬装具やグランドシー
トとして使え、肌寒いときはショールにもな
る優れ物として北ベトナム軍兵士に大変な人
気があり、解放戦線による使用例も多い。

ランプを手にした兵士たち。軍用の灯りとしては光量があまりにも
物足りないが、アメリカ軍と南ベトナム軍に制空権を握られている
状況では最低限の明るさで夜間に行動するのがもっとも安全だった。
暗い写真で少々見づらいが、中央の兵士は防暑帽に擬装網を被せ、さ
らにアメリカ軍パラシュートの端切れを付けている。

市街地を行進するベトナム労働青年同盟の子供たち。北ベトナムはソ連や中国と同じく青少年に
対する共産主義の理念の教育に力を入れており、ホー チ ミンの死去とともにホーチミン労働青
年同盟と名を変えたこの組織で培われた奉仕の精神は軍に入隊した後も大いに役立った。

出撃を前に訓示を受ける。敬礼を行なう隊長の後ろに写っているのは整列した兵士た
ちが持つランプの灯である。彼らの持ち物は武器と弾薬、基本装備のほかに着替えと
ハンモック、そして米といった非常に質素な内容で、副菜は缶詰が支給されていたが
まったく足りず、各部隊では食事の度に現地で採取しなければならなかった。

長く険しい南への行軍。兵士全員が枝葉で入
念に擬装を施している様子が分かる。北ベト
ナム軍は移動中の交戦を避けるためほとんど
の部隊がラオスやカンボジアを経由して南ベ
トナムへ侵入するホーチミンルートを通って
いたのだが、アメリカ軍あるいは南ベトナム
軍の爆撃と特殊部隊による破壊工作の危険が
あり気を抜くことはできなかった。

爆撃によって破壊された
橋の修復作業。爆撃機が
いつふたたび現われるか
分からない状況での作業
は困難をきわめ、機材ら
しき物もほとんどなかっ
た。この写真では防暑帽
に擬装を施していない兵
士、さらに帽章も取り外
している兵士もおり着用
法に差異が見られるのが
興味深い。
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生えていたとしても、水路の行き来
を邪魔するほどではない。
　「ナイトハンター作戦」は、地上の
偵察レーダーが捕らえた目標を撃破
するのが目的だった。ナイトハンタ
ーの部隊編成は、車載式AN/TPS 25
レーダーセット １ 基、航空騎兵部隊、
水上パトロール艇と待ち伏せ地点を

　１968年１0月3１日から１１月４日に
かけて実施すべく、新しい作戦が、発
令された。これはメコンデルタにい
る敵の部隊と、軍事物資を運ぶため
に、デルタ内に張り巡らされた水路
を叩くことが目標だった。「ナイトハ
ンターコンセプト」と呼ばれた新規
作戦のテストを行ったのは、第 9 歩

カバーする歩兵部隊と砲兵隊で構成
されていた。
　指揮統制組織は、地上偵察レーダ
ー探査センターに置かれている。そ
こには、歩兵旅団司令と支援砲兵大
隊司令、そして S-3航空騎兵司令と
水上部隊の各部隊の司令がいた。
　指揮統制を担当する部署では、レ

兵師団第１大隊で第１7騎兵部隊の支
援担当だった第3部隊A小隊である。
　このタイプの作戦が成功する条件
としては、作戦実施地域にほとんど
人が住んでおらず、植物が濃密に繁
茂するエリアが、それほど広くない
場所が望ましかった。サイゴンの南
に広がるメコンデルタは、まさにう

ーダーによる探査を実行し、データ
を収集し、それらを図面に落とし込
んで分析を行った。範囲が狭くて、か
つ外部とつながりがない地点へは、
火砲のみで攻撃を行った。攻撃目標
として、ある程度の規模と集積度合
いが高いと認められたエリアには、
機動部隊をまるごと投入した。

ってつけだった。メコン川によって
形成されたデルタは、ほぼ土地の高
低差がない。建物らしい建造物もほ
とんどない。周囲を見渡して目に入
るのは、ニッパヤシとどこまでも広
がる水田だけである。ところどころ、
あいだに藪や樹木が茂っていた。
　このようなエリア内において、人

　急襲作戦や奇襲戦法で敵を片付
ける戦法が、最大の効果をあげた順
番を時系列順に整理し、綿密に検証
した。機動部隊によるすべての行動
を部隊全員に説明をしたのちに、砲
兵隊が目標到達時間（ TOT）を割り
出した砲撃を開始した。これは高性
能爆弾を、タイミングを変えながら

が住んでいる場所は、作戦実行上ほ
とんど問題にはならないと分かって
いた。なぜなら、そうした場所では、
人家は水田の近くにまとまって存在
するか、もしくは遡行可能な水路に
沿って集まっているからである。し
かも、そのような水路沿いには、ニ
ッパヤシはほとんど生えていない。

ベトコンを探せ！

Part 4

卵型の胴体が特徴的なOH-6と
対地攻撃ヘリのAH-1Gが協働して
夜間のゲリラ掃討作戦を展開。
訳と構成／コンバットマガジン編集部　写真／US Army, DoD

Source : Night Hunter Operations by Captain Richard C. Keehn, Army Aviation May １969048 049



ミリタリア・

ラウンド
アップ！

U.S. ARMY シャツ ＆ トラウザーズ

カーキ色とアメリカ軍ユニフォーム
　ミリタリー・ユニフォームの色にはさまざまな種類が存在し、国
ごとに独自の色を使用してきた。その中で各国軍によって広く使用
されてきたのが、薄い茶褐色のカーキ（Khaki）色だ。最初にカーキ
をミリタリー・ユニフォームを使用したのはイギリス軍で、「インド
大反乱（1857～59年）」中に白のユニフォーム上下をカーキ色に染め
ている。ちなみにカーキとはペルシャ語に由来するヒンドゥー語で、

「埃」の意味だ。
　その後アメリカ軍も1898年の米西戦争（アメリカ・スペイン戦争。
戦場はキューバとフィリピン）で最初に使用した。アメリカ英語の

“カーキ”には①「明るいオリーブ・ブラウン、または黄色がかった
茶色」、②「①の色の布地」の意味があり、複数形では「カーキ色の
布地のユニフォーム」となる。
　一般に“チノ”と呼ばれるコットン・カーキ・ユニフォームだが、
本来の意味は綾織のコットン生地のことで、“チーノーズ（Chinos）、
または“シーノーズ”と発音。また、この布地を使用したズボンも同
様に“チーノーズ”と呼ぶ。この呼び名は“China（中国）”から来た
もので、イギリスで生産されたコットン生地がインド経由で中国に
渡り、それをアメリカが輸入したことに由来している。
　第2次大戦中におけるアメリカ陸軍カーキ・ユニフォームの布地
は陸軍規定600-35で定められており、41年11月10日制定版には
①コットン　8.2オンス
②平編みレーヨン　7～8オンス
③平編みコットン（コットン縦糸、横糸モヘア）
④トロピカル・ウーステッド（梳毛織物）
の4種類が記載されている。これが44年3月31日の改定で、①のコ
ットンはシャツの生地を6オンスに変更。そして新たにギャバジン
が追加された。また、41年版のAR600-35ではカーキの色調について
言及していないが、44年版ではカーキNo.1と規定している。

ミリタリー・ユニフォームに限らず、衣類の基本となるシャツとトラウザーズ。
Part3の今回はファッションアイテムとしても定着しているコットン・カーキ、通称“チノ”シャツ＆トラウザーズ。

そして第２次大戦後のウール・フィールド・トラウザーズを紹介しよう。
解説／菊月俊之　写真／青木健格　撮影協力／中田商店☎03-3823-8577 https://www.nakatashoten.com/、MASH☎06-6567-3312 http://www.mash-japan.co.jp

　コットン・カーキ・シャツとトラウザーズは夏期用ユニフォーム
だが、1938年までシャツはジャケットの下に着用されていた。カー
キ・シャツは熱帯のパナマ運河管区の要望で開発されたもので、陸
軍補給部は1935年にオックスフォード生地のコットン・カーキ・シ
ャツを試作し、試作品をパナマ管区に送付。試作品は好評をもって
迎えられている。そして陸軍補給部はパナマ、ハワイ、フィリピンに
おいてシャツ単体での着用を検討。36年に同地域での着用が認めら
れた。また、アメリカ国内でも夏に高温となる地域があることも考
慮されている。38年4月18日、コットン・カーキ・シャツは正規の
ユニフォームとして採用され、従来のコットン製サービス・コート
は廃止された。
　1941年には再度パナマ運河管区から再度シャツの襟に関する要求
が出され、襟を閉じた状態と開いた状態で着用できる“コンバーチ
ブル・カラー”のシャツが試作され、これが41年11月27日に採用さ
れている。コットン・カーキ・シャツのスペック（仕様）はウール・
シャツと同じだが、これは前回触れたように戦時の大量生産に配慮
し、メーカーが設備や製造工程を変えることなく両者を製造できる
ようにするのが目的だった。
　大戦中の1942年にシャツの布地が6オンスに変更されたが、これ
は戦争で原料の確保が困難になると判断されたのが理由。45年 3月
にはさらに薄い5オンスの布地を使用することが決定されている。

コットン・カーキ・シャツ（第２次大戦） 
SHIRTS, COTTON, KAHKI(WW2)

Part 3

アメリカ陸軍のコットン・カー
キ・シャツは1938年に採用され、
第2次大戦中に夏期ユニフォー
ムとして広く使用された。使用
布地は8.2オンス（布地1ヤード
平方の重量）のコットンだが、第
2 次大戦中に6オンスとなり、
大戦末期には5オンスと薄くな
っている。本シリーズで紹介し
たようにアメリカ陸軍のシャツ
には将校用と下士官兵用の別が
あり、基本的デザインは同じだ
が、将校用はショルダー・ルー
プが付く。写真は陸軍補給部発
注品で1945年製。

将校用（補給部製）

こちらはオーダーメイドによる将校用カーキ・シャツで、生地に夏用のトロピカル・
ウーステッドを使用している。ウーステッドは梳毛糸（毛足の長い原毛を引き揃え、
短い毛を取り除いて紡績した糸）で織った毛織物で、繊維がはっきり出て、腰が強く
て張りがありシワになりにくいのが特徴。製作年は不明だが、袖口のデザインから
1944年以前のスペック98に基づいて作られているのが判る。（撮影協力：MASH/91-
00-7756 US ARMY WWⅡ　将校用・カーキシャツ/価格1万8700円）

将校用カーキ・シャツ（オーダーメイド品）

1899年当時のアメリカ陸軍ユニフォームを描いたイラスト。アメリカ陸軍のユニフォームは独立戦争以来ブルーだっ
たが、98年にはカーキ色のユニフォームを導入。同年に勃発した米西（アメリカ・スペイン）戦争で限定使用されて
いる。最初のカーキ・ユニフォームはジャケットとトラウザーズから構成され、シャツが夏期ユニフォームのアウタ
ーとして着用されるようになるのは1930年代から。

将校は自前でユニフォームを揃えるのが建前だが、陸
軍補給部では主に任官したての将校（いわゆる新品少
尉）のためにオーダー品より安価な既製品を販売して
いた。それら陸軍補給部調達のユニフォームには機械
織りで“REGURATION ARMY OFFUCER'S”と
アイテム名が表示されたラベルが付けられている。

補給部ラベル

軍放出品で未支給のものに稀に見られる
紙製のクロージング・タグ。これはユニフ
ォームの製造工程で同じ衣類を縫製する
際にサイズの異なるパーツが混じって製
造ミスが発生するのを防ぐためのもの。一
番下にシャツのサイズが表示されている。

クロージング・タグ

写真の将校用シャツは“スタンドアップ”と呼ば
れる台襟の付いたデザイン。台襟は襟を首に沿っ
て立たせるためのパーツで、ネクタイを着用する
ことを前提としたもの。大戦中には襟を閉じた状
態と開襟で着用できるコンバーチブル・カラーに
したシャツが採用されている。

襟元

将校用シャツに縫い付
けられた陸軍補給部の
タグ。写真のものは
1944年11月17日制定
のスペック（仕様）482
にしたがって作られた
もので、6オンスのコ
ットン生地を使用。よ
く見るとアイテム名2
行目“STAND-UP”
が“STAHD-UP”と
誤記されている。

補給部タグ

将校用シャツの袖口はボタン
2 個が一般的だが、写真のコ
ットン・カーキ・シャツは下
士官兵用シャツと同じで、ボ
タン1個となっている。

袖口

将校用コットン・カーキ・シャツは
両肩にショルダー・ループが付いて
いるのが下士官兵用シャツとの違い。

ショルダー・ループ

太平洋戦争敗戦後の占領時代（1945～年）を象徴するもの
の一つがコットン・カーキ・ユニフォームだ。45年8月30
日に厚木基地に到着したダグラス・マッカーサー元帥はカ
ーキ・ユニフォームを着ていたが、そのラフなスタイルで
日本人を驚かせるとともに、その堂々とした振る舞いで強

ダグラス・マッカーサー元帥

ラベルの“Gayson”はグッドオール・ウーステッド社の
商品名で、同社は1920年代からウーステッド生地を使っ
た民間向けの夏用衣類を製造販売していた老舗。ラベル
に表示された“Parm Beach”はグッドオール・ワース
テッド社が製造したウーステッド生地の商品名だ。

テーラー・ラベル

襟は今回紹介した補給部製と同様に台襟付き。ただし
オーダーメイド品ということで、襟と背中のヨーク（肩
から背中にかけての切り替え部分のパーツ）内側には
汚れをめだたなくするための別布が付く。

襟元
左胸ポケット上には楕円形の“エアボーン・オーバル”が
付く。これは着用者の所属部隊を示すもので、アメリカ
陸軍では“バックグランド・トリミング（台地の縁取り）”
と呼び、上にパラシュート章またはグライダー章を着用
する。この徽章は部隊によって配色が異なっており、写
真は空挺司令部（Airborne Command）のもの。

エアボーン・オーバル

左肩には空挺コマンドのショルダー・スリー
ブ・インシグニアが付く。空挺司令部は第 2
次大戦中の1942年3月に創設され、空挺部隊
の編制と訓練を担当した。44年3月に空挺セ
ンター（Airborne Center）に改編され、戦争
終結後の46年6月に活動を停止している。

ショルダースリーブ・インシグニア（SSI）

袖口を閉じるボタンは2個。
1944年にはスペックが“482”
に変更され、左ページの陸軍
補給部調達分のようにボタン
は1個となった。シャツのス
ペックはウールとコットン製
で共通だったが、44年にはそ
れぞれ別に変更されている。

袖口

い印象を与えている。
（Photo : U.S.Army）
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●Photos ＆ Text by SHOTGUN MARCY　
問ウエスタン アームズ☎03-3407-5922 
http//www.wa-gunnet.co.jp

COLT COMBAT ELITE
G10 GRIP Ver.
コルト・オリジナル・タイプの
G10グリップを標準装備した
硬質感あふれるM1911コンバット・エリート！

※撮影用のモデルはプロトタイプのため、量産品とは仕様が異なる場合があります。

WESTERN 
ARMS

内蔵するマグナメカは、最新・現行のVer.3。
オフィサーズACPサイズのショート・マガジ
ンながら、トリガーを引く度にキレの良いア
クションと強いキックが楽しめる。

マガジン・ウェル、キンバー・タイプのウッ
ド・グリップ、そして精度の高い機械加工を
駆使した６個のライトニング・カットなど、魅
力満載のキンバー・プロキャリー・カスタム。
実戦で高度な機能的を発揮する外装パーツの
コンビネーションも大きな魅力だ。

　2020年12月末に年末年始限定スペ
シャル・モデルとしてデビューし、
M1911ファンの注目の集めたウエス
タンアームズ（以下：WA）の2018年
リニューアル版“コルト・コンバッ
ト・エリート／ディフェンダー”。WA
コンバット・エリート新シリーズは、
この1挺から始まった。
　MkⅣシリーズ80で登場したコル
ト社のM1911コンバット・エリート・
シリーズは、スライドをガンブルー、
フレームをシルバーとした 2 トー
ン・カラーのM1911に、機能性の高
い外装パーツを組み込んだマスプ
ロ・カスタムとして一世を風靡した。
このセミ・カスタムをベースに、2018
年には更に進化した近代的なパーツ
構成と、サイド・シルバーのスタイ
リッシュな外観にリニューアルされ、
コンバット用M1911ハイ・グレード・
シリーズに君臨している。
　この2018年リニューアル・シリー

ズを、サブ・コンパクト・モデルの
ディフェンダーでスタートさせた
WAでは、続いてファン待望のフルサ
イズ、5インチ・バレルのM1911をモ
デル・アップ。CBHWを本体素材に、
サンドブラストと粗めのヘアライン
を残したサイド・ポリッシュという
手間を掛けたフィニッシュでオール
金属モデルの重厚な外観を再現し、
発売と同時に人気モデルのひとつに
仲間入りした。
　今月は、そんな近代的コンバット・
カスタム、フルサイズの“コルト・コ
ンバット・エリート／G10グリップ
Ver.”が再登場する。
　本体素材はCBHW。サンドブラス
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発売以来大人気で「生産したら即完売！」状態が続く
次世代MP5A5に、待望のバリエーションモデル「SD6」が発売になった！
純正Li-Po時代の到来を見据えた電子制御回路「Mシステム」の搭載、
究極のリアリティを追求したマテリアルの採用とボディ造形に加え、
SD6ではさらに「使用者の目線」に立った親切設計も光る!

遂に次世代で登場！ 
特殊部隊仕様の大容量サプレッサー付MP5！

“対テロ部隊御用達のMP5”を 
象徴するSD（シャルデンプファー）！

　特殊部隊御用達の高精度サブマシ
ンガン＝H＆K MP5。その中でもひ
ときわ存在感を放ちカッコ良いのが、
ド迫力の大口径＆大容量インテグラ
ル・サプレッサーを備えた「SD」タ
イプだ。「SD」とはドイツ語の消音
装置＝Schalldämpfer（シャルデン
プファー）に由来する。
　実銃ではMP5A5の銃身長が225㎜
なのに対し、SDは146㎜と約８㎝も

短く、基部に30個ある直径2.5㎜程の
穴からサプレッサー内部に発射ガス
が拡散、バレルを通過する ９ ㎜弾頭
の初速を音速（＝マッハ 1 ＝時速
1234.８㎞＝秒速343m）より大幅に減
速し「かなりマージンを取った亜音
速」にする事で銃口から迸る衝撃波
の発生を防ぎ、減音効果を最大限に
高めるのだ。
　この特殊な銃を世界中に強く印象
付けたのが1９77年に発生した「ルフ
トハンザ航空1８1便ハイジャック事
件」である。事態打開のため投入さ

H&K
MP5SD6

Photo & Text by Takeo Ishii

次世代電動ガン

樹脂製バッテリー用カバーの採用に
よって「８.4v1300mAhニッケル水素
ミニSバッテリー」が本当に気持ち
良くストレスフリーでピッタリ収納
できる♪ さらに製品には純正Li-Po
バッテリー用カバーも付いている。
これには柔らかいハンドガード部分
を握った際に凹まないようにする効
果もあるとのこと。
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SOFREP「Special Forces Dive Medical Officer（DMO）」「Exclusive: The perilous state of the Special Forces Combat Diver capability」「Neglected & Misunderstood: 
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　2022年も残り僅かとなってしましまし
たね。皆様が読んでいるタイミングとし
ては年末や年始をお迎えしている頃だと
思いますがいかがお過ごしでしょうか。
僕は今年の紅白歌合戦に推しの櫻坂46が
出場しないことに泣いています（頑張れ
日向坂46）。振り返ると今年の１年も毎月
やってる当連載をなんとか完走できてひ
と安心。2023年もグリーンベレーの魅力
を少しでもお伝えできるよう頑張ります
ので、どうぞよろしくお願いします（う
さぎのポーズ）。
　さて、締めくくりは「スペシャルフォ
ース チームスペシャリティズ」の後編！
前号ではMFF（ミリタリーフリーフォー
ル）／HALOチーム、マウンテンチーム
を紹介しましたが、今回はコンバットダ
イバー／スキューバチーム、MAROPS

チーム、モビリティ／マウンテッドチー
ムのご紹介です。水辺に関する専門と、多
岐にわたる軍用車両を駆使する専門チー
ムですね。大体これで専門性を持つAチ
ームに関して網羅したので、自分に合っ
た専門分野を決められるんじゃないかな
と思います。泳ぐのが好きだったり、山
登るのが好きだったり、とにかくハード
に自分を追い込んで高みを目指したい人
だったり、各自の適性を活かしたチーム
チョイスをしていきましょう。ちなみに
グリーンベレーになったばかりで、ハー
ドで有名なマウンテンチームに配属にな
ったけど、チームにまったくついて行け
ずリーダー権限で他のODAに回される
……なんて話も聞きますので、適性はか
なり重要だそうです。とくに潜水と山岳
はハードなようですね。

　なお、すべてのチームが専門性を持
っているわけでなく、そのほかの専門
性のないレギュラーチームは「ラック
チーム（Ruck Teams）」と軍では呼ば
れています。なんでラック？　と思い、

Special Forces 
Team Specialties
スペシャルフォース チームスペシャリティズ 後編

文／DJちゅう　写真／U.S.ARMY

仲の良い退役グリーンベレーで現EX 
UMBRIS DESIGNS CEOのエリッ
クに意味を伺ったところ「ラックサッ
ク（リュック）のラックだよ！」とのこ
と。なるほど。
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写真・文／菊池雅之

３回目となる日英共同訓練「ヴィジラント・アイルズ」が開催された。
我が国で開催されたのは今回が２回目となる。
コードネームを直訳すると『常に目を光らせている島』となる。
日本とイギリスは島々で構成された同じ特徴を持つ国。
だからこそ島嶼防衛は重要であり、訓練を重ねている。
共通の目標を持つ日英部隊が、約１週間をかけて共に戦い抜いた。

　2022年11月22日から30日に渡り、
日英共同訓練「ヴィジラント・アイル
ズ」が開催された。訓練の目的は「英
陸軍と実動訓練を実施し、作戦遂行
能力・戦術技量の向上を図るととも
に、陸自と英陸軍との相互理解・信
頼関係の促進に資する」としている。
　日本側から第1空挺団、英側から
第1王立騎馬砲兵連隊が訓練実施部
隊となる。それぞれ約80名、計160名
が参加した。訓練場所となったのは、
相馬ヶ原演習場（群馬県）や白河布

引山演習場（福島県）、三沢対地射爆
撃場（青森県）等だ。
　日英両政府は、2ヵ国間において、
防衛協力を進めており、将来的には
日米同盟に準ずる安全保障上欠かせ
ない関係を構築しようとしている。
その理由として、日本とイギリスは
島国であり、多数の島嶼部を抱えて
おり、非常に似た地理的特性を持つ。
そのため、部隊編成や装
備体系は似

ている。事
実、次期戦闘機の開発

は日英で行なう計画だ。現在、正
式合意に向けて動き出しており、イ
タリアも参加する巨大なプロジェク

トとなりそうだ。さらに「自由で開
かれたインド太平洋の維持・強化」
を目指すという共通の目標も持つ。
ここも非常に重要だ。2021年には英
空母「クイーン・エリザベス」がイ
ンド太平洋地域へと展開し、その途
上、日本に寄港している。
　日英間は戦後から防衛交流は行な
われていたが、こうした流れが出来

たのは、2015
年からだ。こ

の年、日英政府により初の外務防衛
担当閣僚級協議2＋2が行なわれ、
ここから全てが始まった。
　その後も会合が何度か行なわれ、
その中で陸自と英陸軍との共同訓練
開催が盛り込まれた。そして2018年

VIGILANT 
ISLES 22

に初めて「ヴィジラント・アイルズ」
が実施された。場所は富士学校や東
富士演習場が使われた。続いて2019
年には、スコットランドで開催され
た。以降、毎年日英間で交互に実施
していくことが決まったものの、世
界はコロナ禍に陥る。この影響で、
2020年および2021年開催回が中止
となり、今回ようやく3年ぶり3回
目の実施となった。
　訓練内容は当然ながら島嶼防衛作
戦だ。訓練は2段階に分かれており、
まず22日から26日にかけて機能別訓
練として、主として相馬ヶ原演習場
にて各訓練課目を日英で実施してい
った。そして26日から30日にかけ、3
夜４日という連続した状況の中、敵

第1ヘリコプター団所属のCH-４7JA
チヌークから降り立つ英陸軍兵士。彼
らはラークヒルに所在する第1王立騎
馬歩兵連隊だ。
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